公共船着場の窓口一元化の概要

　大阪府及び大阪市が設置・管理する公共船着場の使用にあたっては、従前は管理者ごとに使用の手続きが必要でしたが、かねてより使用者から手続の簡素化について要望を受けており、平成19年8月から平成20年3月までの間、窓口の一元化を試行実施しました。
　この間の試行結果を踏まえ、施設の維持補修や安全点検など、管理運営に伴う費用を使用者から協力金として徴収するしくみにより、本格的に窓口一元化を実施しております。
■対象船着場（別添：「公共船着場箇所図」参照）

　　
　　　大阪ドーム岩崎港(尻無川)、大阪ドーム千代崎港(木津川)、大阪国際会議場前港(堂島川)、
　湊町船着場(道頓堀川)、太左衛門橋船着場(道頓堀川)、八軒家浜船着場(大川)
福島港（ほたるまち港）(堂島川)、日本橋船着場（道頓堀川）
　　
■開始時期
平成20年４月１日（火）から
[image: image1.emf]　占用主体（公的主体：市経済戦略局）

○占用申請、管理運営規程の作成

○使用受付

○使用実態等の把握

○使用者への周知

包括的使用者（ＮＰＯ法人大阪水上安全協会）

○使用受付、使用調整

○使用者への周知

○使用実績等の報告

○不適正使用の防止（鍵の施錠管理）

○管理運営協力金の徴収 など

公共船着場の窓口一元化に係る管理運営形態
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